
令和７年度 学びの充実あと押し事業

個別最適な学びと協働的な学びの一体化を目指した算数の授業のあり方

実践内容

成果と課題

三
年
間
の
積
み
上
げ

学び合いの場面を重ねてきたことで，
①わからない子どもが分かりたくて動く姿
②もう一つの解法を知りたくて動く姿
③答えが合っているかどうか確かめたくて動く姿
を通して，子どもたちの数学的な見方・考え方に
つながる言葉を適宜拾い，それを全体に広げていく
ファシリテーターとしての教師の役割が見えてきた。

‘学びの孤立’を生まないため
に教師が追究場面を区切るので
はなく，子ども自身が学習問題
や時間に応じて，個人か学び合
いかを決定して追究する形の授
業を単元に取り入れる取組に挑
戦した。結果，三年間の積み上
げによって，みんなと同じ土俵
に乗っている安心感の中で追究
する子どもの姿が見られるよう
になった。そして，現在，学校
全体に学び合いの風土が確実に
広がりつつある。

端末上で試行錯誤して追究したり，友
だちの考えを参考に思考整理したりす
ることができるＩＣＴツールの良さ。
五感を使って確かな手応えを得ること
ができるアナログツールの良さ。両者
とも子どもたちは十分理解している。
そのことを踏まえながら，追究の道筋
において，子どもたちがどんなツール
を必要とするのか事前に予想して用意
することも教材研究として大事な部分
であることが実践を通して見えてきた。

一
年
次

二
年
次

三
年
次

これまでの課題として，教師主導になりやす
かった「まとめ」「定着・活用」の場面を改
善するために‘時間’に着目した。

一つ目は「＋１５分」の余白の時間を使い，
「まとめと定着の問題」にじっくり取り組む

授業スタイル。もう一つは「＋１時間」の
余白の時間を使い，前時の学びを活かして発
展的な問題に取り組む授業スタイルである。
実践を重ねる中で，子どもたちが自分の力で
数学的な見方・考え方を広げながら追究する
ことができる「追究の余白」の価値を学んだ。

今年度の総合学力調査において
各層の割合の改善とともに，学
びに向かう力，自ら学ぶ力など
学力【知識・技能】【思考・判
断・表現】の土台となる力が，
どの学年も全国平均を上回り，
昨年度と比較しても，プラスと
いう結果を得ることができた。

「学びに向かう力」の向上数値から 今の子どもの姿から 持続可能なものへ
ここまで挑戦した新たな実践
を‘一過性’にせず，本校の
シンボルの栃の木のように大
きく‘持続可能’なものへと
発展させるために，
どのような意識で
学校全体で取り組ん
だらいいか考えたい。
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